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未 婚 有 酉己　偶 死別 離別
日召和59年 平成6年 59年 6年 59年 6年
計 53．6（47．0） 58。4（52．6）51．1（29．5） 51．8（36．3）32．932．3
15～19歳18，4（16．5） 16．9（15．3） ＊（＊） ＊（＊） ＊ ＊
20～24 79．6（73．0） 78．6（72．9）41．1（31。5）41．4（36．2） ＊ ＊
25～29 87．0（76．5）91．8（83．7） 39．2（28．2）41．4（34．7） ＊ ＊
30～34 8L8（68．2）88．2（77．9）46．1（28．8）44．5（34．7）80．084．6
35～39 80．0（60．0）81．8（69．7）57．0（34．8） 58．1（44．9） 85．789．5
40～44 80．0（60．0）75．0（60．7）66．6（42．5） 67．9（52．3）85．287．5





























（万人） （万人） 割合　（％） （万人） （万人） 割合　（％）
昭和35年 2106， 133 6．3 639 57 8．9
40 2，713 168 6．2 851 82 9．6
45 3，222 216 6．7 1，068 130 12．2
50 3，556 353 9．9 1，137 198 17．4
55 3，886 390 10．0 1，323 256 19．3
56 3，951 395 10．O 1，359 266 19．6
57 4，012 416 10．4 1，386 284 20．5
58 4，119 433 10．5 1，451 306 21．1
59 4181， 464 ll．1 1，484 328 22．1
60 4，231 471 11．1 1，516 333 22．0
61 4，296 503 ll．7 1，550 352 22．7
62 4，346 506 ll．6 1，581 365 23．1
63 4，454 533 12．0 1，635 386 23．6











































勤 続 年 数区　分
計 0年 1 2 3～45～910～1415～1920年以上
昭和55年 100．0 15．212．511．116．925．010．7 5．0 3．4
56 100．0 15．0 24．2 16．324．011．5 5．2 3．8
57 100．0 14．9 25．0 16．023．1ll．7 5．2 4．1
58 100．0 14．2 24．6 16．822．312．4 5．4 4．2
59 100．0 14．1 23．6 17．321．713．0 5．7 4．6
60 100．O 13．3 23．0 17．021．813．0 6．4 5．5
61 100．0 13．2 22．6 16．422．412．8 6．9 5．7
62 100．0 12．3 23．0 16．222．812．4 7．2 6．1
63 100．0 13．4 22．3 16．422．611．8 7．4 6．2
平成元 100．0 13．5 21．8 16．022．7ll．4 7．9 6．7
2 100．0 14．0 22．5 14．822．2ll．4 7．8 7．3
3 lOO．0 13．9 23．2 14．521．5ll．5 7．6 7．7
4 100．0 13．5 23．4 15．720．411．5 7．5 8．0
5 100．0 12．7 24．0 16．720．311．0 7．0 8．3




勤 続 年 数
勤続計 0年 1～2年3～4年5～9年10～14年15～19年20～24年25～29年30年以上
年齢計 O．1 一2．1 一〇．2 一1．5 一1，5　　0．7 6．9 5．1 2．8　－1．6
～17歳一14。4 一13．2 一15．9 一 一 一
18～19 一7，5 一8，6 一5．6 一20．3 一 一
20～24 一1．5 一〇。5 一1．1 一2，8 一3．6　　一 一 一
25～29 4．8 3．9 6．9 7．1 3．0　　4．5 一 『
30～34 2．3 3．2 一〇．4 0．7 1．5　　2．8 5．3 一
35～39 O．4 一3．2 一4．2 一5．9 一3．3　－2．2 6．2 4．9
40～44 0．3 一3．9 一4．0 一7．2 一7．2　－0．1 3．9 5．2 3．1　　一
45～49 一2．4 一3。5 一2．8 一6．0 一6．6　－1．9 4．1 4．2 1．3　　0．6
50～54 一2．7 1．6 1．4 一3，0 一3．8　　1、1 7．0 6．7 3。1　－2．5
55～59 一〇．1 5．6 8．2 4．1 一1．8　－1．6 11．9 2．8 5．7　－1．3
60～64 一4．9 一2．3 0．2 一1．2 一4．3　－6．8一7．7 一9．1 一3。6　－3．2












勤続年数 勤続年数学歴 年齢 3～4年　　5～9年年　齢 15～19年　　20～24年
中　卒 25～29歳 一4．4　　　　－9．3 35～39歳 5．3　　　　　6．7
30～34 一ll．9　　　－6．2 40～44 7．5　　　　　9．3
45～49 3．0　　　　　7．8
高　卒 25～29 1．7　　　　－0．7 35～39 6．3　　　　　4．5
30～34 一4．1　　　　－2。0 40～44 6．8　　　　　4。7
45～49 5．7　　　　　7．1
短大卒 25～29 一6．3　　　　－2．8 35～39 16．6　　　　15．2
30～34 2．1　　　　－2．3 40～44 18．5　　　　　9。5
45～49 14．5　　　　　9．5
大卒 25～29 9．1　　　　　7。2 35～39 1．1　　　　　一


















~~ 9 AiE~:~~~*~;"~~ljLlE~~~lj~;"'~~:~il:~~~lj~C:~~b~:~0)~~4b 
(~~~~;~-~-"t, 1986-1994~p, ~/･~~4 ~ h)

























~}~C~!~~I-~~-~- ~iU~l~~A~ ~ r ~ ~ ~ J 
~~,1 o 
~~=4~~1~f ･ +~~~~~~r~~:~--･･-*ti~; r~~l~ij7~]~~J 
~~;) ~i~ I ･~~~~~i~･･････~;~i~･~c~i~･1~ii,･~i~ ･ J~~E ~~L~h(~)~~i~ 
- 107 -
「???????。???????????????





献 霧8。つ紹9ミ鼻扁霧8扁　1寸　F→　　　　ロr：）　　　一　〇　　　　LO　o“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A q｝四qqq姻looqo畔OoうoうN－ooO　　　　　　　cつ　　　　　　　c“　　　　H　（N寸　　　　　　　一→　　　　　　一　　　　　　　一 一
K 隙8鵠HIII良90　Qq　Qq　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ》　　QqA　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A 恥吻IIII璽ηO　F→　o　　　　　　　　　　　　　　　　　σ》　　QqO　　　　oう　　　　　　　　　　　　　　　　　LQN H　　　　寸　　　　　　　　　　　　　　　　　o 一?? ① 目等 ?? 誌讐llll噂8q噌III口叩rヤ 頼 卜　　　　　LΩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一“　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帆 o　o　刈略　　　　　　　　　　　　　　　　　r寸　　oO　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　00〇　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇
一 H
oooo寸ooσ》σ》寸σ》卜N目oo一①oqOHくρ〇一qNoooooooo寸一八 駅 卜　　　　　　　対唖　　　一　N　H　F→　寸 ONo 一σ》Nσ》o寸A O　　　　　　　Qq　　　　　　　－　　　　　　　N?ー??ー oう
①
一 一
??脅 ゆoq－o卜トゆ寸OOONoq一　　σ》　一寸ooの一oトー寸寸σ》寸くρNOう一K 頼 CQ　　　　 　 F→　　　 　　　Qq　　　　祠　｛　　　　　　　　　AF→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P→ OOOOOOoう寸oo－oo　　　　　　　　－　　　　　　　　F→　　　　　　　o詞
卜 隙 諾8851脈鮨霧1卜寸（N卜　oうNooの寸A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A q｝閃1鰍咽⑦Io寸N卜　oりoうooゆ寸o　　　　　　　　（N】　　　　目　　目　　　　　　　　N囲 o　　　　　　　　（N　　　　　一　　目　　　　　　　　c、q 一?? ①????
転 8ま贈1繍鵠臨Io　eq　　　　oつ　　　　　　　QO　－　Oう　LΩA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A q噸㍉購卜姻Ioゆoの　　一寸NOのo　　　　　　　cq　　　　　　　p→　　　　　　　・寸ロ’》　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　Qq H





轄 銭舗特88聰まiOO　　　　　　　燭　　　　“】　Oう　r寸　H　一 qη門咽卜願⑳Iooooo－1σ》oりσ》oう田 A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　A 　　　　　　　cq　　　　　　　一　　　　　　　寸一 一→　　　　　　　《N　　　　　　　　cq　　　　　－　　LO一 一
× 駅 給鵠麗3謡810（N　O－Hゆσ》o寸A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　偽　　　　　　　い ⑳噸⑳｝姻lo－ooo－o寸σ》σ》ooO　　　　　　　Qq　　　　一→　H　　　　　　　NA ?? O　　　　　　 oり　　　　F→　一　　　　一　（N一 一????
転 閲自窩8翻船Ioう　　　　　　　oう　　　　祠　oう　oう　o　oA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　匹　　　　　　　A q鰍鱗η咽噸IoooめOHOでNooo　　　　　　　－　　　　　　　F→　　　　一　寸QO　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　H　・寸 目
蚊 味 LΩNooりOOゆ一一〇〇〇〇うooゆσ》oo卜寸σ》の寸o寸一LΩゆOONσ》σ》トくρr》｛　　A　　　　　A　　A　　A　　“　　A　　A　　hOnσ》σ》o寸くρLoσ》N詞ONO一（Nσ》o卜ooooO　　　　　　　Qq　　　　　　　Qq　　　　　　　Qq?? oうO OO－　　OOHゆN寸ゆOO　　　　　　　目　　　　　　　F・イ　　　　　　　ー 一????
頼 oo一寸OOONOOoう寸寸卜ゆ 〇うゆトNO寸o寸畔一1卜oうのトートoA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　A　　　　　　　A　　　　　　　い q鰻N寸卜oゆ①寸一〇〇〇〇NO一一〇〇N卜oo　　　　　　　一→　　　　　　　⊂’q　　　　一　寸罫　　　　　　　O　　　　　　　F→　Oq　o　頃L⇔　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　C刈 一
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昭和35年100．0 9．0 0．3 25．48．7 3．6 0．3 0．7 35．9 16．140 100．0 8．7 0．5 28．810．1 1．6 0．1 2．5 25．28．0 14．5
45 10009．1 0．5 30．910．2 0．9 0．1 2．0 26．66．0 13．750 100．011．60．9 32．211．1 0．8 0．0 1．5 24．63．7 13．7
55 100．013．0 0．8 32．711．60．7 0．0 1．0 23．24．0 12．956 100．013．1 0．9 32911．60．6 0．0 0．9 2335．3 11．457 100．013．20．8 33．2ll．90．7 0．0 0．9 22．45．6 ll．2
58 100．013．5 0．8 32．612．0 0．7 0．0 0．9 22．3 5．5 11．5
59 100．013．70．9 32．912．1 0．7 0．0 0．8 22．5 5．3 11．2女 60 100．013．60．9 32．811．80．6 0．0 0722．75．6 11．261 100．013．70．9 33．012．1 0．7 0．0 0．7 22．25．2 11．3
構 62 100．014．1 1．0 32．912．60．6 0．0 0．6 21．45．3 11．363 100．014．1 1．0 33．312．70．6 0．0 0．6 21．35．4 10．9
平成元 100．014．01．0 33．7126 0．6 0．0 0．5 21．2 5．6 10．72 100．013．8 1．0 34．412．5 0．6 0．0 0．5 20．65．6 10．73 100．013．9 1．0 34．912．6 0．6 00 0．5 20．1 5．4 10．8
成 4 100．013．7 1．0 34．912．7 0．6 0．0 0．5 19．5 5．6 ll．25 100．014．1 1．0 34．412．6 0．6 0．0 0．5 19．35811．56 100．014．7 1．0 34．312．5 0．6 0．0 0．6 18．45．9 11．8
昭和35年 100．0 7．9 5．1 20．07．2 3．2 2．2 5．8 42．8 5．840 100．0 6．6 5．8 1987．9 2．3 1．0 8．5 34．68．0 5．5比 45 100．0 6．6 5．7 17．4， 10．5 1．4 04 8．9 37．66．0 5．350 100．0 6．8 7．8 16．112．1 1．3 0．4 8．2 3753．5 6．3
（ 55 100．0 7．2 7．9 16．213．0 1．1 0．2 8．2 36．136 6．4
％ 56 100．0 7．4 8．1 16．213．0 1．3 0．2 7．8 35．84．2 6．057 100．0 7．7 7．6 16．413．7 1．2 0．1 7．7 35．64．0 5．8
） 58 100．0 7．9 7．3 16．514．5 1．1 0．1 7．6 34，．9 4．0 5．959 100．0 8．6 7．2 16．514．6 1．1 0．1 7．3 34．54．1 5．9男 60 100．0 8．6 7．0 16．214．4 1．0 0．1 7．2 34943 6．161 100．0 8．6 6．9 15．714．8 1．1 0．1 7．3 34．94．3 6．2
62 100．010．2 7．2 15．315．1 1．1 0．1 7．0 33．1 4．4 6．2
63 100．010．6 7．2 15．315．3 1．0 0．1 6．8 32．74．6 6．0
平成元 100．011．1 7．2 15．215．3 1．0 0．1 6．9 32．24．7 6．02 100．011．3 7．2 15．215．00．9 0．1 6932．24．8 6．23 100．011．9 7．2 15．314．8 1．0 0．1 6．6 31．84．8 6．34 100．012．1 7．4 15．014．8 1．0 0．1 6．4 31．849 6．45 100012．0 6．9 15．014．80．9 0．1 6．4， 31．952 6．66 100．011．9 6．6 15．114．80．9 0．1 6．4， 32．25．0 6．8
昭和35年 31．133．32．5 35．934．732．95．7 5．3 26．9 54．8一雇 40 31．737．63．4 39．937．023．75．0 12．024．931．554．7用 45 33．240．73．8 46．932．623．810．010．125．933．256．2
者 50 32．044．45．4 48．530．222．00．0 7．7 23632．650．8
総 55 34．148．45．1 51．131．625．00．0 6．1 24．936550．9
数 56 34．548．35．3 51．631．820．90．0 5．9 25．540．249．8













































































割 平成元 37．442．87．9 57．032．926．80．0 4．7 28．241．751．4
ム 2 37．942．67．7 58．033．828．2O．0 4．2 28．241．651．3口 3 38．342．28．2 58．634．729．30．0 4．7 28．241．351．5（? 4 38．641．67．9 59．335．128．60．0 4．7 27．841．552．6













きまって支給する現金給与額 所　定 内　給 与　額
年 女 男 男女間格差（男子二100．0） 女 男
男女問格差
（男子＝100．0）
千円 千円 千円 千円
昭和55年 122．5 221．7 55．3 ll6．9 198．6 58．9
56 130．5 235．3 55．5 124．6 211．4 58．9
57 136．2 246．1 55．3 130．1 222．0 58．6
58 141．2 254．4 55．5 134．7 229．3 58．7
59 146．6 265．1 55．3 139．2 237．5 58．6
60 153．6 274．0 56．1 145．8 244．6 59．6
61 158．9 280．8 56．6 150．7 252．4 59．7
62 164．8 286．1 57．6 155．9 257．7 60．5
63 169．5 296．1 57．2 160．0 264．4 60．5












区　　分 総実労働時間数 所　定 内 所　定 外
女 男 女 男 女 男 女 男
規 平成2年 155．6182．0 149．7 164．6 5．9 17．4 21．1 21．7
















上 6 143．3 169．3 139．0 156．6 4．3 12．7 19．9 20．6
昭和35年 192．1 206．8 181．6180．5 10．5 26．3 23．9 24．3


















55 164．1 181．2 158．1 164．1 6．0 17．1 21．8 22．O
模 56 163．5 180．5 157．5 163．7 6．0 16．8 21．7 21．9
57 162．9 180．3 156．9163．8 6．0 16．5 21．7 21．9
58 162．9 180．5 156．6 163．7 6．3 16．8 21．7 21．930 59 164．2182．3 157．4 164，．4 6．8 17．9 21．8 22．0


















63 161．1 183．5 153．5 163．7 7．6 19．8 21．6 21．8
以 平成元 158．9181．8 151．4161．7 7．5 20．1 21．2 21．5

















区 分 計 中学校卒 高等学校卒 短期大学卒 大　学　卒
昭和35年 100．0 54．4 42．1 1．7 1．8
40 100．0 43．2 50．8 3．5 2．5
45 100．0 20．2 64．8 10．5 4．5
50 100．0 9．2 64．0 18．3 8．5













13．563 100．0 3．6 55．9 27．0 13．5
平成元 100．0 3．4 54．6 28．4 13．72 100．0 2．9 53．7 28．5 14．93 100．0 2．5 52．O 29．2 16．34 100．0 2．1 50．0 30．6 17．3成 5 100．0 1．9 47．0 32．6 18．56 100．0 1．7 44．6 33．3 20．47 100．0 1．5 41．9 33．8 22．7
昭和35年 100．0 46．2 41．0 0．9 ll．840 100．0 40．6 43．4 1．3 14．845 100．0 19．8 56．0 1．7 22．5比 50 100．0 9．2 52．1 2．3 36．455 100．0 7．2 50．6 1．9 40．3
（
59 100．0 8．0 50．6 1．6 39．860 100．0 8．1 49．1 1．7 41．1％ 61 100．0 7．5 52．2 1．5 38．7
） 男 62 100．0 7．3 51．3 1．5 39．963 100．0 7．4 50．7 1．7 40．1








区 分 計 中学校卒 高等学校卒 短期大学卒 大学卒
昭和35年 44．837．5 58．6 49．8 64．1
40 39．026．0 62．9 57．4 66．7
45 39．316．1 61．2 68．8 59．9









2 27．71．8（69。0）36．2（88．6）88．1（90．4）81．0（85．1）3 28．4， L7（68．6）34．8（88．8）88．0（90．8）81．8（86．1）職 4 28．31．5（67．4）32．9（88．6）86．8（89．9）80．4（84．9）5 26．61．3（62．5）29．6（86．O）80．8（84．1）75．6（80．5）6 23．91．0（55．9）26．0（80．8）70．7（74．1）67．6（72．6）7 22．6O．9（50．6）23．4（76．7）66．0（69．5）63．7（68．6）
昭和35年 51．137．7 63．7 79．5 86．3
40 41．026．9 57．9 84．1 86．6
率 45 39．916．5 55．4 80．5 82．8
































































該 女な 結職い 子で方 子職く業 子ずる そ わ
性い 婚業 どはが ど業なを どつ方









で業い の ら者 をい で方 きを き’再が きを な
も はが るも た大びよ て続
数 た ’よ まつ らき職い もけ 他 い
人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
平成7年7月調査
女　　　性 1，974 4．1 7．4 10．8 39．832．5 2．4 2．9
（年　　齢）
20～29歳 235 0．4 7．2 12．3 46．428．9 2．1 2．6
30～39歳 388 1．3 3．4 8．2 41．840．5 2．6 2．3
40～49歳 449 3．6 5．8 8．7 36．339．9 2．9 2．9
50～59歳 396 5．1 9．3 10．1 42．428．5 2．3 2．3
60～69歳 304 5．6 9．2 15．5 37．527．3 2．0 3．0
70歳以上 202 10．412．913．4 34．720．3 2．5 5．9
（職　　業）
有　　　職 994 3．0 5．3 8．1 38．739．7 2．7 2．3
無　　　職 980 5．1 9．6 13．6 40．925．1 2．1 3．6
男　　　性 1，485 4．6 11．112．7 37．127．2 3．3 3．9
　　　　　㈱
昭和59年5月調査
女　　　性 4，431 6．1 ll．110．6 45．320．1 6．9
（年　　齢）
20～29歳 636 3．6 10．413．4 4，8．7 19．8 4．1
30～39歳 1260， 5．6 9．9 8．8 49．820．8 5．0
40～49歳 1，083 5．0 10．2 9．7 48．521．0 5．7
50～59歳 759 6．7 12．912．3 41．120．6 6．5
60～69歳 465 8．8 13．1ll．8 36．819．1 10．3
70歳以上 228 12．713．6 8．8 26．813．6 24．6
（職　　業）
有　　　職 2，148 4．7 9．2 9．5 45．926．0 4．6
無　　　職 2，283 7．3 12．8ll．6 44．714．5 9．0




























































（人口千対） （出生千対） 総数 自然 人工 （出生千対〉 （人口千対） 率
昭和22年 34．314．619．776．731．44．2 12．01．024．54
23 33．5ll．921．6 1．727．550．9＊36．9＊10．9 ll．90．994．40
24 33．O11．621．462．526．966．7＊39．1＊25．9 lO．31．014．32
25 28．110．917．260．127．484．941．743．246．68．6 1．013．65
26 25．39．9 15．457．527．592．243．049．346．77．9 0．973．26
27 23．48．9 14．4 9．425．492．342．849．545．67．9 0．92 ．98
28 21．58．9 12．648．925．593．843．550．246．07．8 0．862．69
29 20．08．2 11．944．624．195．644．651．145．17．9 0．872．48
30 19．47．8 11．639．822．395．844．551．343．98．O 0．842．37
31 18．48．0 10．4 0．623．097．146．950．145．57．9 0．802．22
32 17．28．3 8．9 40．021．6101．249．951．345．08．5 0．792．04
33 18．07．4 10．534．519．5100．750．250．543．99．0 0．802．11
34 17．57．4 10．133．718．6100．651．349．343．09．1 O．782．04
35 17．27．6 9．6 30．717．O100．452．348．141．4， 9．3 0．742．00
36 16．97．4 9．5 28．616．5101．754．347．40．99．4 0．741．96
37 17．O7．5 9．5 26．415．398．854．244．638．79．8 O．751．98
38 17．37．0 10．323．213．895．653．342．436．29．7 0．732．00
39 17．76．9 10．720．412．489．251．737．533．19．9 0．742．05
40 18．67．1 11．418．511．781．47．633．830．19．7 0．792．14
41 13．76．8 7．0 19．312．098．255．243．131．39．5 0．801．58
42 19．46．8 12．714．99．9 71．643．628．026．39．6 0．842．23
43 18．66．8 11．815．39．8 71．143．427．724．59．5 0．872．13
44 18．56．8 11．714．29．1 68．642．326．323．09．6 O．892．13
45 18．86．9 11．813．18．7 65．340．624．721．710．0 ．932．13
46 19．26．6 12．612．48．2 61．439．322．120．410．5O．992．16
47 19．36．5 12．8ll．77．8 57．837．820．119．010．41．022．14
48 19．46．6 12．8ll．37．4 52．635．617．018．09．9 1．042．14
49 18．66．5 12．110．87．1 51．3 4．916．416．99．1 1．042．05
50 17．16．3 10．810．06．8 50．833．817．116．08．5 1．071．91
51 16．36．3 10．09．3 6．4 52．733．119．614．87．8 1．111．85
52 15．56．1 9．4 8．9 6．1 51．532．618．914．17．2 1．141．80
53 14．96．1 8．8 8．4 5．6 48．731．117．613．06．9 1．151．79
54 14．26．O 8．3 7．9 5．2 47．729．618．112．56．8 1．171．77
55 13．66．2 7．3 7．5 4．9 46．828．818．011．76．7 1．221．75
56 13．O6．1 6．9 7．1 4．7 49．28．820．510．86．6 1．321．74
57 12．86．O 6．8 6．6 4．2 49．O27．721．310．16．6 1．391．77
58 12．76．2 6．5 6．2 3．9 45．525．420．19．3 6．4， 1．511．80
59 12．56．2 6．3 6．0 3．7 46．324．322．08．7 6．2 1．501．81
60 11．96．3 5．6 5．5 3．4 46．022．123．98．0 6．1 1．391．76
61 11．46．2 5．2 5．2 3．1 45．321．423．97．3 5．9 1．371．72
62 ll．16．2 4．9 5．O 2．9 45．321．2 4．06．9 5．7 1．301．69
63 lO．86．5 4．3 4．8 2．7 43．419．523．96．5 5．8 1．261．66












30～34 5．7 7．9 9．4 9．0 7．2 7．7 9．1 10．413．9
35～39 3．0 3．9 5．4 6．8 5．8 5．3 5．5 6．6 7．5
40～44 2．0 2．3 3．1 4．7 5．3 5．0 4．4 4．9 5．8
45～49 1．5 1．7 2．1 3．0 4．0 4．9 4．4 4．3 4．6
50～54 1．2 1．2 1．6 2．1 2．7 3．8 4．4 4．4 4．1















































































































































数 平成2　（1990）123，61122，486 85，90414，89562914　， 10，96842935　， 8，90760，69711，518 42，9695，988




































































昭和25年（1950）100．0 35．4 59．6 4．9 100．0 34．2 60．2 5．6 100．0 36．7 59．1 4．2
30（1955）100．0 33．4 61．2 5．3 100．0 32．2 61．8 6．0 100．0 34．7 60．7 4．6
35（1960）100．0 30．2 64．1 5．7 100．0 29．0 64．6 6．4 100．0 31．4 63．6 5．1
40（1965）100．0 25．7 68．0 6．3 100．0 24．8 68．3 6．9 100．0 26．7 67．7 5．6
構 45（1970〉100．0 24．0 68．9 7．1 100．0 23．1 69．1 7．8 100．0 25．0 68．7 6．3
50（1975）100．0 24．3 67．7 7．9 100．0 23．3 67．8 8．8 100．0 25．3 67．7 7．0
成 55（1980）100．0 23．5 67．3 9．1 100．0 22．5 67．1 10．3100．0 24．5 67．6 7．8
60（1985）100．0 21．5 68．2 10．3100．0 20．6 67．4 12．0100．0 22．4 69．0 8．6
上ヒ 平成2　（1990）100．0 18．2 69．5 12．0100．0 17．4 68．2 14．2100．0 19．0 70．8 9．9
7（1995）100．0 16．0 69．4 14．5100．0 15．3 67．9 16．8100．0 16．7 71．1 12．2（? 12（2000）100．0 15．2 67．8 17．0100．0 14．5 66．1 19．4100．0 16．0 69．5 14．6
）
17（2005）100．0 15．6 65．2 19．1 100．0 14．9 63．5 21．6100．0 16．4 67．1 16．5
22（2010〉100．0 16．4 62．4 21．3100．0 15．6 60．4 23．9100．0 17．1 64．3 18．5
27（2015）100．0 16．3 59．5 24．1100．0 15．6 57．5 26．9100．0 17．1 61．7 21．2
32（2020）100．0 15．5 59．0 25．5100．0 14．7 56．8 28．5100．0 16．2 61．4 22．4
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100．0 25．733．019．616．6 3．2 1．9100．0 99．1 0．9
［47．4］
500人以上100．0 25．126．324．020．5 3．2 0．9100．0 82．617．4
［44．7］
100～499人100．0 29．133．420．914．5 1．6 0．6100．0100．0 『
［52．1］
30～99人100．0 23．337．315．515．6 4．5 3．8100．0lOO．0 一
（単位：％）
資料出所：労働省「女子雇用管理基本調査」（平成5年）
　注）　1　H4・4・1～H5・3・31の問に復職した育児休業取得者を100．0％とした割合である。
　　　　2　復職者の男女比は，1：99である。
　　　　3　［］は出産者に占める育児休業取得者の割合である。
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男女共同参画社会と「均等法」
「肉体的・精神的にきつくなった」と答えた人が38％、「職場の付き合いが減っ
た」という人が37％、「残業ができなくなったり、しにくくなった」人が36
％など、支障を感じる人が多かった。しわ寄せは生活にも及び、16％が「家
庭では自由時間はほとんどない」としており、41％の人が睡眠時間は6時問
未満と回答している。日頃疲れを感じている人は、「かなり」「やや」を合わ
せて77％にもなっている。仕事と家庭を両立させるためにあったらいいと思
うもの（複数回答）は、「育児休業時間中の賃金保障や休業期間の延長」が
31％、「保育制度」が29％などの職場に対するものがみうけられる一方で、
「家庭の支援」も26％に挙がった。
　近年の老後生活に関する各種調査では共通して、最大の不安として介護問
題があげられている。厚生省の推計では、寝たきり状態、痴呆症、虚弱を合
わせた要介護高齢者数は、1993年（平成5年）の200万人から30年後には520万
人に急増すると予想される。主たる介護の提供者についてみてみると　（「国
民生活基礎調査」厚生省統計情報部、1992年）我が国では、配偶者が27．5％、
子20．6％、子の配偶者が33．4％である。その他の親族・縁者はわずかIO．6％
で、あとはホームヘルパー、家政婦その他による介護と考えられる。（図4）
これに対して、アメリカではボランティアや有料サービス等、親族や友人以
外の組織による介護の割合が19％と日本の倍以上の数値を示している。アメ
リカと比較して、日本では家族以外の選択肢がほんのわずかしかなく、ほと
んどが家族によって私的に担われているのが現状である。その介護者の性別
は、85．9％が女性であり、それを年齢構成別にみると、50歳以下が24％、60
歳以上が約50％、70歳以上の高齢者が22％を占めている。
　寝たきり老人の移動、入浴等の介助という重労働を、多くの場合家族内の
高齢の女性が担うことになるのである。寝たきり・痴呆等の高齢期の障害を、
私的対応が困難な国民共通の事故としてとらえ、国民全体で支え合う体制が
求められている。公的部門における介護サービスの充実はもとより、民間部
門も含めた多様な介護サービスの提供システムの整備が必要である。特に、
今後は介護福祉施設の充実だけでは不十分であり、在宅介護についての要望
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のウエイトが高まることが予想される。このため、民間職業紹介事業におけ
る家政婦紹介所等が在宅介護の分野においてその機能を発揮し、介護労働力
を供給していく体制を整備する必要がある。また、公共職業安定所（ハロー
ワーク）やシルバー人材センター、労働者派遣事業等その他の各種需要調整
システムとの連携を図り、それぞれの組織の特徴を活かして多様な介護二一
ズに対応できる供給システムを強化することも必要であろう。
図4　寝たきり状態の高齢者の介護者
【性別】 男14．1 女　85．9
【続き柄】
その他の
親族等
4．O
　　　親族
　　　以外
親族　　8，4
5．6
　別居???
14．0
配偶者
27．9
q
同居　86，0
子の
配偶者
33．4
????
資料出所：1992年「国民生活基礎調査」による
4．結びにかえて
　1995年北京において、アジアで初めての世界女性会議（第4回）が開催さ
れた。この会議の特色の一つは「人権」に焦点があてられたことである。北
京宣言は、「女性の権利は人権である。」と高らかにうたいあげたものである。
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男女共同参画社会と「均等法」
また女性が能力や権限などあらゆる意味での力を獲得することの重要1生が強
調された。そして会議を通じて、女性と男性の協力が女性問題の解決のため
に欠くべからざるものであることが世界に示された。今日我が国でも、世界
的な女性問題へのとりくみの流れにそって、男女共同参画社会づくりの努力
が進められるような方向が見えかかってきているように思われる。
　1996年ll月27日、東京地裁において、均等法施行後初めておこされた男女
間差別を問う裁判の判決が出された。判決では、芝信用金庫に女性職員に対
する昇格や賃金の差別があったことを認めたのである。芝信用金庫の女性職
員達が、職場でのいやがらせや妨害等、幾多の障害と苦難をのりこえて獲得
したこの輝かしい判決は、男女不公平人事と差別賃金が一向に解消されない
我が国企業社会への大きな警鐘となったのである。
　いわゆる経済のソフト化、サービス化、情報化の進展につれて、働く女性
が大幅に増え、職域の拡大や働き方の多様化への急速な対応が求められるよ
うになってきている。女性の平均勤続年数の長期化、有配偶女性労働者の増
加、男女間賃金格差の縮少傾向等は、社会構造の歴史的変化を反映した結果
とみられる。また他国にこれまで例のない速度で訪れつつある我が国の超高
齢化社会、少子化時代。2015年には、20～29歳の若年人口は今の3分の2ま
で減り、労働力の有効活用が避けては通れぬ重要な課題とならざるをえない
であろう。それとともに、女性労働力への期待も大きい。したがってそのよ
うな視点からも、女性が働きやすい環境を整えていかねばならないのである。
　女性が仕事を続けていく上で、家庭における家事・育児、介護等々の間題
から、職場における雇用差別に至るまで種々な問題が存在している。特に、
長期的視野にたって考えたとき、それらは女性労働の活用に極めて大きな関
連をもっており、それゆえ社会、職場、家庭での強力な支援策が求められて
いる。
　その女性労働の活用のためには、法的な、また社会制度面からの環境整備
が今後ますます望まれるだろう。女性の就業を助けてそれを容易にするビジ
ネスヘの税制上の優遇措置や必要資金の低利融資制度の検討、公的介護制度
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や託児施設の整備を図る等々、社会保障のさらなる充実を進め、女性の雇用
継続を促す支援策が必要とされるだろう。それと同時に、女性の雇用継続の
ためには、家庭における男女平等と男性（夫）による女性（妻）への支援も
恒常的に不可欠なことなのである。男性の家事負担、育児負担、介護負担は
統計的にも我が国では貧弱な現状である。それを飛躍的に、大幅に増加させ
ていかなければならないであろう。またそうしたことを可能にする職場での
支援策の実行。法的、社会的対策とともに、対する両輪の片方として家庭内
での男女平等と男性による女性支援がなければならないのであり、それなし
には、せっかくの社会的支援策を充実させることも不可能であるといえよう。
　均等法の見直しを検討してきた労相の諮間機関「婦人少年問題審議会」は
1996年12月17日、募集、採用、配置、昇進などでの男女差別の解消を現行の
努力義務規定から強制規定に強化する一方、女性の深夜、時間外・休日労働
を禁じた労働基準法の女子保護規定を撤廃することなどを柱とする建議をま
とめたとのことである。
　今や雇用関係における男女差別の撤廃は必然的な流れなのである。しかし
ながら、当面する現実問題として、過労死に象徴されるような労働環境を、
そのまま女性にも押しつけるというようなことではなく、男女にかかわらず、
家庭生活とバランスのとれた働き方をまず第一に考えていく必要があるだろ
う。保護規定撤廃だけが先行してしまうような事態はさけなければならない
ということは、いまさら強調するまでもないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1997年1月20日）
引用文献
1）本稿に掲げる統計数値は、ことわりのない限り、労働省婦人局編「働く
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